
　素直に待ってる姿はまごうことなき大型犬。よしって言われるのを待っている。​
　え。もしかして。私の足触りたくてわざわざ個室の食事処選んだの？​
「先輩、足むくんで疲れたって言ってたんで。ちょっとマッサージさせてもらえたらなって」​
　聞いてもいないことをもじもじ答える後輩君。​
　それ、善意５％下心95％くらいじゃない？​
　足フェチなのを隠しもせず。真っ直ぐにこちらを見つめている。なんだか大きいしっぽがぶんぶ

ん振られてそう。 

 


